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一
般
質
問

問
（
議
員
）　
奨
学
金
返
済
支
援
を
行
う
自
治
体
が
５
年
間
で

倍
増
し
、
半
数
近
い
自
治
体
が
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
く
。

京
都
府
内
の
市
町
村
に
は
、
一
定
年
数
以
上
の
居
住
を
条
件

に
返
済
額
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
や
京
都
府
で
は
社
員
の

奨
学
金
返
済
を
支
援
す
る
中
小
企
業
な
ど
へ
の
補
助
制
度
が

あ
る
。
本
市
の
事
業
所
で
も
京
都
府
の
制
度
を
利
用
し
、
若

い
社
員
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
奨
学
金
を
借
り
る
学
生

が
増
加
す
る
現
状
を
踏
ま
え
、
本
市
で
も
制
度
を
研
究
し
、

人
材
確
保
へ
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
側
）　
府
内
の
市
町
村
で
実
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
定

住
を
主
た
る
目
的
と
し
た
奨
学
金
返
済
の
補
助
制
度
は
、
本

市
の
人
口
動
態
か
ら
定
住
促
進
の
ニ
ー
ズ
に
は
合
わ
な
い
も

の
と
考
え
る
。
し
か
し
、
商
工
業
を
含
め
た
事
業
者
に
お
い

て
は
、
担
い
手
不
足
や
後
継
者
不
足
な
ど
の
人
材
確
保
策
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
京
都
府
の
支
援
制
度
の
周
知
と

利
用
促
進
な
ど
を
図
っ
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本市における
奨学金返済支援は
日本共産党
小原　明大

　
６
月
定
例
会
で
は
、
17
名
の
議
員
が
行
政
全
般
に

つ
い
て
、
市
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
質
問
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
質
問
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

　

その他の
一般質問

問
（
議
員
）　
国
が
令
和
６
年
４
月
よ
り
運
用
を
開
始
し
た
新

総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

－

Ｗ
Ｅ
Ｂ
は
、
災
害
情

報
を
地
理
空
間
情
報
と
し
て
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
被
災

の
全
体
像
の
把
握
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
操
作
性
や
扱
う

デ
ー
タ
量
を
大
幅
に
強
化
し
、
地
方
自
治
体
や
指
定
公
共
機

関
も
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る

こ
と
で
本
市
の
災
害
対
応
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
。

答
（
市
側
）　
京
都
府
内
の
市
町
村
で
は
京
都
府
総
合
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り
、
各
市
町
村
の
災
害
情
報
の
共

有
が
で
き
る
が
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
情

報
が
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

－

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
連
携
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
、
各
地
方
自
治
体
の
備
蓄
物
質
の
状
況
や
、

物
資
調
達
な
ど
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
と
も
連
携
さ
れ
れ
ば
、

本
市
が
被
災
し
た
際
に
被
災
状
況
や
対
応
状
況
が
国
な
ど
に

共
有
さ
れ
、
最
適
な
輸
送
ル
ー
ト
の
検
討
な
ど
、
迅
速
か
つ

適
切
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。　
　
　
　
　

　

新総合防災情報システム
による災害対応は
公明党
石井　啓子

新総合
防災システム
（SOBO-WEB）

その他の
一般質問

問
（
議
員
）　
予
期
せ
ぬ
妊
娠
に
よ
る
妊
娠
葛
藤
は
、
社
会
的

困
難
と
の
葛
藤
と
言
わ
れ
る
。
虐
待
死
事
例
は
若
年
の
妊
娠

に
お
け
る
割
合
が
高
い
。
妊
娠
に
つ
い
て
気
兼
ね
な
く
相
談

出
来
る
場
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、
母
子
に
と
っ
て
危
険
な

孤
立
出
産
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
本
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
思
い
が
け
な
い
妊
娠
に
つ
い
て
相
談
で

き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
発
信
し
て
い
る
が
、
若
年
層
の
予
期

せ
ぬ
妊
娠
や
妊
娠
葛
藤
に
関
す
る
相
談
窓
口
・
体
制
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）　
予
期
せ
ぬ
妊
娠
な
ど
に
関
す
る
相
談
窓
口
・
体

制
に
つ
い
て
、
本
市
に
お
い
て
は
、
全
て
の
妊
婦
の
相
談
を
、

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
や
助
産
師
の
専
門
職
が
対

応
し
て
い
る
。
相
談
時
に
は
、
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
心
配
事
に
つ
い
て
受
け
止
め
、
本
人
の
意
向
を
確
認
し

な
が
ら
、
一
人
で
悩
む
こ
と
が
な
い
よ
う
寄
り
添
っ
た
対
応

に
努
め
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

予期せぬ妊娠への
相談窓口・体制は
日本共産党
中村　歩

その他の
一般質問

学校トイレへの生理用品の設置を／小中学校の熱中症
対策／障がい児のショートステイ日中一時支援の充実
を／低所得者世帯へのエアコン設置の公的補助を

西田昌司議員の「ひめゆり」発言について／第４次
総合計画第３期基本計画について／バンビオ駐輪場
の無料時間変更について

問
（
議
員
）　
新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
、
２
期
庁
舎
は
５
月
に

最
上
階
ま
で
の
躯
体
が
立
ち
上
が
り
、
全
体
像
が
現
れ
て
き

た
。
い
よ
い
よ
２
期
庁
舎
の
完
成
間
近
を
感
じ
る
が
、
完
成

ま
で
の
進
捗
は
ど
う
か
。
ま
た
、
物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
上

げ
の
実
現
と
い
う
国
の
方
針
の
も
と
、
国
土
交
通
省
で
は
労

務
単
価
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
た
と
聞
く
が
、
今
後
の
見
通
し

は
ど
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）　
新
庁
舎
整
備
は
お
お
む
ね
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

２
期
庁
舎
は
令
和
８
年
１
月
か
ら
業
務
を
開
始
す
る
見
込
み

で
あ
る
。
市
民
広
場
の
屋
根
設
置
工
事
な
ど
一
連
の
建
設
工

事
完
了
後
に
、
北
棟
の
解
体
工
事
や
駐
車
場
、
植
栽
工
事
な

ど
を
経
て
、
令
和
８
年
12
月
に
新
庁
舎
の
全
体
完
成
を
迎
え

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
は
受
注
者
か
ら
イ
ン
フ
レ
ス

ラ
イ
ド
条
項
に
基
づ
く
協
議
の
申
し
入
れ
は
な
い
が
、
一
定

の
想
定
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
際

に
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
適
切
に
対
応
す
る
。　
　
　
　

　

新庁舎整備の進捗は

平成同志クラブ
三木　常照

その他の
一般質問

問
（
議
員
）　
４
月
に
大
阪
夢
洲
で
開
幕
し
た
大
阪
・
関
西
万

国
博
覧
会
へ
の
校
外
学
習
に
つ
い
て
、
本
市
で
は
小
学
４
年

生
か
ら
中
学
３
年
生
を
対
象
学
年
と
し
て
い
る
。
既
に
長
四

小
と
長
八
小
が
訪
問
さ
れ
た
と
聞
く
が
、
各
校
の
一
日
の
行

程
や
実
施
校
の
所
感
、
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
（
市
側
）　
万
博
へ
の
校
外
学
習
は
、
４
月
に
長
四
小
が
、

５
月
に
長
八
小
の
４
、
５
年
生
が
訪
問
し
た
。
そ
の
他
は
、

10
月
ま
で
の
間
に
順
次
訪
れ
る
予
定
で
あ
る
。
団
体
バ
ス
で

会
場
に
向
か
い
、
数
か
所
の
パ
ビ
リ
オ
ン
や
大
屋
根
リ
ン
グ

を
見
学
し
、
午
後
３
時
半
ご
ろ
に
帰
校
し
た
。
校
外
学
習
を

終
え
た
児
童
か
ら
は
、
国
に
よ
っ
て
文
化
が
大
き
く
違
う
こ

と
を
実
感
し
た
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
科
学
の
進
歩
や
国
際

理
解
に
関
す
る
学
び
が
あ
っ
た
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。
今

後
も
万
博
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
学
び
を
高
め
る
た
め
、

実
施
校
の
経
験
を
各
校
へ
共
有
し
、
よ
り
一
層
安
全
で
充
実

し
た
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。　
　
　
　
　

　

万博への校外学習の
状況は
平成自民クラブ
八木　浩

その他の
一般質問 ――

　
一
般
質
問
と
は
、
本
市
の

行
政
事
務
全
般
に
つ
い
て
、

議
員
が
疑
問
に
思
っ
た
こ
と

な
ど
を
質
問
す
る
こ
と
で
す
。

　
議
案
と
は
何
ら
関
係
な
く
、

自
由
に
質
問
で
き
る
こ
と
が

特
徴
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
傍
聴
に
も
お
越
し

く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
っ
て
な
に
？

あったかふれあいセンターに関して阪急長岡天神駅西地区市街地整備事業に関して

～この言葉ってどういう意味？～
語句解説コーナー

　「妊娠したかもしれないが誰にも言えない」などの
妊娠確定前の不安や恐れ、妊娠発覚によって仕事や居
場所をなくし、それまで維持してきた生活が奪われる
恐怖など、妊娠にまつわるすべての悩みのことを指し
ます。

妊娠葛藤

新総合防災情報システム　SOBO－WEB

　災害対応機関が共有すべき特に重要な災害情報
（E E I・災害対応基本共有情報）に基づき、情報を集約
する防災デジタルプラットフォームの中核を担うシス
テムです。国の機関だけではなく、地方自治体・指定
公共機関なども利用できるものです。

インフレスライド条項

　建設工事請負契約において、工期中に物価や賃金が
急激に変動し、請負代金額が不適当になった場合に、
請負代金額の変更を請求できる条項です。特に予期せ
ぬインフレーションやデフレーションが発生した場合
に、契約金額の調整を可能にするための措置です。
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一
般
質
問

問
（
議
員
）　
奨
学
金
返
済
支
援
を
行
う
自
治
体
が
５
年
間
で

倍
増
し
、
半
数
近
い
自
治
体
が
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
く
。

京
都
府
内
の
市
町
村
に
は
、
一
定
年
数
以
上
の
居
住
を
条
件

に
返
済
額
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
や
京
都
府
で
は
社
員
の

奨
学
金
返
済
を
支
援
す
る
中
小
企
業
な
ど
へ
の
補
助
制
度
が

あ
る
。
本
市
の
事
業
所
で
も
京
都
府
の
制
度
を
利
用
し
、
若

い
社
員
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
奨
学
金
を
借
り
る
学
生

が
増
加
す
る
現
状
を
踏
ま
え
、
本
市
で
も
制
度
を
研
究
し
、

人
材
確
保
へ
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
側
）　
府
内
の
市
町
村
で
実
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
定

住
を
主
た
る
目
的
と
し
た
奨
学
金
返
済
の
補
助
制
度
は
、
本

市
の
人
口
動
態
か
ら
定
住
促
進
の
ニ
ー
ズ
に
は
合
わ
な
い
も

の
と
考
え
る
。
し
か
し
、
商
工
業
を
含
め
た
事
業
者
に
お
い

て
は
、
担
い
手
不
足
や
後
継
者
不
足
な
ど
の
人
材
確
保
策
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
京
都
府
の
支
援
制
度
の
周
知
と

利
用
促
進
な
ど
を
図
っ
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本市における
奨学金返済支援は
日本共産党
小原　明大

　
６
月
定
例
会
で
は
、
17
名
の
議
員
が
行
政
全
般
に

つ
い
て
、
市
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
質
問
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
質
問
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

　

その他の
一般質問

問
（
議
員
）　
国
が
令
和
６
年
４
月
よ
り
運
用
を
開
始
し
た
新

総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

－

Ｗ
Ｅ
Ｂ
は
、
災
害
情

報
を
地
理
空
間
情
報
と
し
て
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
被
災

の
全
体
像
の
把
握
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
操
作
性
や
扱
う

デ
ー
タ
量
を
大
幅
に
強
化
し
、
地
方
自
治
体
や
指
定
公
共
機

関
も
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る

こ
と
で
本
市
の
災
害
対
応
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
。

答
（
市
側
）　
京
都
府
内
の
市
町
村
で
は
京
都
府
総
合
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り
、
各
市
町
村
の
災
害
情
報
の
共

有
が
で
き
る
が
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
情

報
が
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

－

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
連
携
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
、
各
地
方
自
治
体
の
備
蓄
物
質
の
状
況
や
、

物
資
調
達
な
ど
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
と
も
連
携
さ
れ
れ
ば
、

本
市
が
被
災
し
た
際
に
被
災
状
況
や
対
応
状
況
が
国
な
ど
に

共
有
さ
れ
、
最
適
な
輸
送
ル
ー
ト
の
検
討
な
ど
、
迅
速
か
つ

適
切
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。　
　
　
　
　

　

新総合防災情報システム
による災害対応は
公明党
石井　啓子

新総合
防災システム
（SOBO-WEB）

その他の
一般質問

問
（
議
員
）　
予
期
せ
ぬ
妊
娠
に
よ
る
妊
娠
葛
藤
は
、
社
会
的

困
難
と
の
葛
藤
と
言
わ
れ
る
。
虐
待
死
事
例
は
若
年
の
妊
娠

に
お
け
る
割
合
が
高
い
。
妊
娠
に
つ
い
て
気
兼
ね
な
く
相
談

出
来
る
場
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、
母
子
に
と
っ
て
危
険
な

孤
立
出
産
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
本
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
思
い
が
け
な
い
妊
娠
に
つ
い
て
相
談
で

き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
発
信
し
て
い
る
が
、
若
年
層
の
予
期

せ
ぬ
妊
娠
や
妊
娠
葛
藤
に
関
す
る
相
談
窓
口
・
体
制
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）　
予
期
せ
ぬ
妊
娠
な
ど
に
関
す
る
相
談
窓
口
・
体

制
に
つ
い
て
、
本
市
に
お
い
て
は
、
全
て
の
妊
婦
の
相
談
を
、

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
や
助
産
師
の
専
門
職
が
対

応
し
て
い
る
。
相
談
時
に
は
、
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
心
配
事
に
つ
い
て
受
け
止
め
、
本
人
の
意
向
を
確
認
し

な
が
ら
、
一
人
で
悩
む
こ
と
が
な
い
よ
う
寄
り
添
っ
た
対
応

に
努
め
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

予期せぬ妊娠への
相談窓口・体制は
日本共産党
中村　歩

その他の
一般質問

学校トイレへの生理用品の設置を／小中学校の熱中症
対策／障がい児のショートステイ日中一時支援の充実
を／低所得者世帯へのエアコン設置の公的補助を

西田昌司議員の「ひめゆり」発言について／第４次
総合計画第３期基本計画について／バンビオ駐輪場
の無料時間変更について

問
（
議
員
）　
新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
、
２
期
庁
舎
は
５
月
に

最
上
階
ま
で
の
躯
体
が
立
ち
上
が
り
、
全
体
像
が
現
れ
て
き

た
。
い
よ
い
よ
２
期
庁
舎
の
完
成
間
近
を
感
じ
る
が
、
完
成

ま
で
の
進
捗
は
ど
う
か
。
ま
た
、
物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
上

げ
の
実
現
と
い
う
国
の
方
針
の
も
と
、
国
土
交
通
省
で
は
労

務
単
価
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
た
と
聞
く
が
、
今
後
の
見
通
し

は
ど
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）　
新
庁
舎
整
備
は
お
お
む
ね
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

２
期
庁
舎
は
令
和
８
年
１
月
か
ら
業
務
を
開
始
す
る
見
込
み

で
あ
る
。
市
民
広
場
の
屋
根
設
置
工
事
な
ど
一
連
の
建
設
工

事
完
了
後
に
、
北
棟
の
解
体
工
事
や
駐
車
場
、
植
栽
工
事
な

ど
を
経
て
、
令
和
８
年
12
月
に
新
庁
舎
の
全
体
完
成
を
迎
え

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
は
受
注
者
か
ら
イ
ン
フ
レ
ス

ラ
イ
ド
条
項
に
基
づ
く
協
議
の
申
し
入
れ
は
な
い
が
、
一
定

の
想
定
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
際

に
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
適
切
に
対
応
す
る
。　
　
　
　

　

新庁舎整備の進捗は

平成同志クラブ
三木　常照

その他の
一般質問

問
（
議
員
）　
４
月
に
大
阪
夢
洲
で
開
幕
し
た
大
阪
・
関
西
万

国
博
覧
会
へ
の
校
外
学
習
に
つ
い
て
、
本
市
で
は
小
学
４
年

生
か
ら
中
学
３
年
生
を
対
象
学
年
と
し
て
い
る
。
既
に
長
四

小
と
長
八
小
が
訪
問
さ
れ
た
と
聞
く
が
、
各
校
の
一
日
の
行

程
や
実
施
校
の
所
感
、
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
（
市
側
）　
万
博
へ
の
校
外
学
習
は
、
４
月
に
長
四
小
が
、

５
月
に
長
八
小
の
４
、
５
年
生
が
訪
問
し
た
。
そ
の
他
は
、

10
月
ま
で
の
間
に
順
次
訪
れ
る
予
定
で
あ
る
。
団
体
バ
ス
で

会
場
に
向
か
い
、
数
か
所
の
パ
ビ
リ
オ
ン
や
大
屋
根
リ
ン
グ

を
見
学
し
、
午
後
３
時
半
ご
ろ
に
帰
校
し
た
。
校
外
学
習
を

終
え
た
児
童
か
ら
は
、
国
に
よ
っ
て
文
化
が
大
き
く
違
う
こ

と
を
実
感
し
た
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
科
学
の
進
歩
や
国
際

理
解
に
関
す
る
学
び
が
あ
っ
た
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。
今

後
も
万
博
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
学
び
を
高
め
る
た
め
、

実
施
校
の
経
験
を
各
校
へ
共
有
し
、
よ
り
一
層
安
全
で
充
実

し
た
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。　
　
　
　
　

　

万博への校外学習の
状況は
平成自民クラブ
八木　浩

その他の
一般質問 ――

　
一
般
質
問
と
は
、
本
市
の

行
政
事
務
全
般
に
つ
い
て
、

議
員
が
疑
問
に
思
っ
た
こ
と

な
ど
を
質
問
す
る
こ
と
で
す
。

　
議
案
と
は
何
ら
関
係
な
く
、

自
由
に
質
問
で
き
る
こ
と
が

特
徴
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
傍
聴
に
も
お
越
し

く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
っ
て
な
に
？

あったかふれあいセンターに関して阪急長岡天神駅西地区市街地整備事業に関して

～この言葉ってどういう意味？～
語句解説コーナー

　「妊娠したかもしれないが誰にも言えない」などの
妊娠確定前の不安や恐れ、妊娠発覚によって仕事や居
場所をなくし、それまで維持してきた生活が奪われる
恐怖など、妊娠にまつわるすべての悩みのことを指し
ます。

妊娠葛藤

新総合防災情報システム　SOBO－WEB

　災害対応機関が共有すべき特に重要な災害情報
（E E I・災害対応基本共有情報）に基づき、情報を集約
する防災デジタルプラットフォームの中核を担うシス
テムです。国の機関だけではなく、地方自治体・指定
公共機関なども利用できるものです。

インフレスライド条項

　建設工事請負契約において、工期中に物価や賃金が
急激に変動し、請負代金額が不適当になった場合に、
請負代金額の変更を請求できる条項です。特に予期せ
ぬインフレーションやデフレーションが発生した場合
に、契約金額の調整を可能にするための措置です。
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問
（
議
員
）
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
夏
休
み
期
間
は
お

弁
当
を
持
参
す
る
日
が
続
く
こ
と
か
ら
、
保
護
者
の
負
担
は

大
き
い
。
ま
た
夏
場
で
も
あ
る
た
め
、
管
理
状
態
に
よ
っ
て

は
食
中
毒
の
可
能
性
も
あ
る
。
全
国
で
は
長
期
休
業
期
間
な

ど
に
お
け
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
食
事
提
供
を
行
う
自

治
体
も
増
え
て
き
て
お
り
、
本
市
も
実
施
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
ま
た
、
現
在
ま
で
実
施
し
て
い
な
い
経
緯
や
検

討
状
況
な
ど
は
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
本
市
に
お
け
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
食
事
提

供
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
か
ら
も
要
望
が
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
が
、
栄
養
士
が
い
な
い
こ
と
や
、
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
な
ど
の
安
全
面
へ
の
配
慮
な
ど
、
総
合
的
な
視
点
か
ら
現

在
実
施
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
他
の
自
治
体
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
導
入
事
例
で
は
、
利
用
率
が
10
％
程
度
と
低
く
、

引
き
続
き
保
護
者
の
実
態
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
調
査
研
究

を
進
め
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

放課後児童クラブに
おける食事提供は
輝（かがやき）
冨田　達也

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
本
市
の
北
部
地
域
で
は
、
阪
急
バ
ス
や
は
っ
ぴ

ぃ
バ
ス
の
本
数
が
減
少
し
て
困
る
、
使
い
づ
ら
い
と
い
っ
た

運
行
の
改
善
を
求
め
る
声
が
あ
る
が
、
運
行
本
数
の
少
な
い

地
域
の
実
情
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
は

っ
ぴ
ぃ
バ
ス
を
小
型
化
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
運
行
で
き
な
か

っ
た
地
域
へ
の
乗
り
入
れ
や
運
行
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
な
ど
に

有
効
な
手
段
と
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
路
線
バ
ス
は
、
一
定
の
利
用
が
な
け
れ
ば
事
業

者
と
し
て
運
行
継
続
は
困
難
で
あ
り
、
全
国
的
な
運
転
手
不

足
な
ど
の
影
響
も
あ
り
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
実
情

と
し
て
は
現
状
よ
り
便
数
の
拡
大
が
望
め
る
状
況
に
は
な
い
。

は
っ
ぴ
ぃ
バ
ス
の
小
型
化
に
つ
い
て
は
、
狭
い
道
で
も
小
回

り
が
き
く
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
輸
送
で
き
る
人
数

が
減
る
た
め
、
利
用
の
実
態
に
応
じ
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
と
も
運
行
の
在
り
方
は
、
利
用
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

地
域
公
共
交
通
協
議
会
で
ご
議
論
い
た
だ
く
。
　
　
　
　
　

　

公共交通の維持に
向けた取り組みは
日本共産党
広垣　栄治

物価高から市民を守る政策を／京都アリーナ
（仮）の建設に伴う諸課題について

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
本
市
の
共
生
型
福
祉
施
設
整
備
事
業
は
、
令
和

４
年
８
月
に
事
業
予
定
者
を
特
定
し
て
以
降
、
実
施
事
業
や

基
本
計
画
、
設
計
等
の
調
整
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
事
業
に

お
け
る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
想

定
し
て
い
る
事
業
や
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容
は
、
児

童
発
達
支
援
や
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
保
育
所
等
訪
問

・
相
談
支
援
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
が
有
す

る
専
門
機
能
を
生
か
し
な
が
ら
、
障
が
い
児
へ
の
療
育
や
家

族
支
援
の
提
供
、
障
が
い
児
を
預
か
る
施
設
な
ど
へ
の
援
助

・
助
言
も
併
せ
て
実
施
を
す
る
予
定
で
あ
る
。
対
外
的
な
ア

ピ
ー
ル
と
し
て
、
本
市
の
共
生
型
福
祉
施
設
構
想
は
、
京
都

府
立
向
日
が
丘
支
援
学
校
の
改
築
に
合
わ
せ
各
種
施
設
を
整

備
す
る
も
の
で
、
全
国
的
に
も
新
し
い
連
携
交
流
モ
デ
ル
の

拠
点
と
し
て
複
合
的
な
施
設
整
備
を
進
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

児童発達支援センターの
事業内容は
平成西山クラブ
上村　真造

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
水
道
水
の
水
質
基
準
に
つ
い
て
、
国
で
は
令
和

８
年
４
月
か
ら
、
全
国
的
に
課
題
と
な
っ
て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
追
加
を
予
定
し
て
い
る
。
本
市
の
令
和
７

年
度
水
質
検
査
計
画
で
は
、
給
水
、
浄
水
、
混
合
原
水
に
お

い
て
年
１
回
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
検
査
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
令
和
８
年
度
か
ら
の
水
質
基
準

へ
の
変
更
を
踏
ま
え
、
水
質
検
査
計
画
に
変
更
は
あ
る
か
。

答
（
市
側
）
　
国
の
通
知
に
よ
り
、
令
和
８
年
度
か
ら
は
、
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
、
水
質
管
理
目
標
設
定
項
目
か
ら

水
質
基
準
に
変
更
さ
れ
、
給
水
栓
に
お
け
る
３
か
月
に
１
回

以
上
の
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
本
市
で
は
、
国
に
先
立

ち
、
令
和
７
年
度
の
水
質
検
査
計
画
を
改
定
し
、
混
合
原
水

と
浄
水
及
び
各
取
水
井
戸
に
お
い
て
水
質
検
査
を
毎
月
実
施

す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
改
定
に
よ
り
、
今
後
は
各
取
水
井

戸
の
水
質
状
況
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
取

水
井
戸
の
運
用
基
準
を
定
め
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　

国の水質基準変更に
伴う対応は
公明党
福島　和人

第二子以降の保育料の完全無償化

西代里山公園の駐車場に関して

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
５
月
11
日
に
西
代
里
山
公
園
で
行
わ
れ
た
犬
猫

ク
ラ
ブ
の
ペ
ッ
ト
交
流
会
の
参
加
者
か
ら
、
公
設
の
ド
ッ
グ

ラ
ン
設
置
を
求
め
る
声
を
聞
い
た
。
昨
年
の
６
月
定
例
会
で

は
、
ほ
か
の
議
員
か
ら
ド
ッ
グ
ラ
ン
設
置
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
こ
と
は
把
握
で
き
た
が
、

に
そ
と
下
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
設
置
を
求
め
る
声
も
あ
る
。
そ
こ

で
、
そ
の
後
の
調
査
・
研
究
内
容
や
見
解
は
ど
う
か
。
　
　

答
（
市
側
）
　
京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
高
架
下
空
間
を
ド
ッ
グ

ラ
ン
施
設
と
し
て
活
用
す
る
場
合
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本

高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
と
の
協
議
や
、
地
域
住
民

と
の
合
意
形
成
な
ど
の
調
整
が
必
要
と
な
る
。
公
園
内
に
ド

ッ
グ
ラ
ン
を
設
置
す
る
に
は
課
題
が
あ
る
が
、
今
年
度
は
西

代
里
山
公
園
で
ペ
ッ
ト
と
飼
い
主
の
イ
ベ
ン
ト
を
許
可
し
た

ほ
か
、
ざ
ん
て
い
な
が
い
ち
ひ
ろ
ば
で
は
公
益
団
体
に
よ
る

ド
ッ
グ
ラ
ン
開
催
に
向
け
協
議
を
進
め
て
い
る
。
引
き
続
き
、

設
置
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。
　

　

にそと下に
ドッグランの設置を
長岡京未来の会
川口　良江

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
ペ
ッ
ト
は
大
切
な
家
族
の
一
員
で
あ
る
が
、
災

害
時
に
人
と
同
じ
避
難
所
空
間
で
生
活
す
る
に
は
課
題
が
あ

る
。
本
市
で
は
、
避
難
所
で
ペ
ッ
ト
の
受
け
入
れ
を
可
能
と

し
て
い
る
が
、
人
と
ペ
ッ
ト
の
双
方
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

環
境
整
備
に
は
、
共
生
や
包
摂
の
視
点
が
不
可
欠
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
な
ど
、
避
難
所
で
の
具
体

的
な
整
備
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
対
応
ル

ー
ル
の
整
備
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
本
市
で
は
、
避
難
所
で
の
ペ
ッ
ト
の
受
け
入
れ

体
制
に
つ
い
て
、
指
定
緊
急
避
難
場
所
及
び
指
定
一
般
避
難

所
で
受
け
入
れ
可
能
と
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
補
助
犬

を
除
き
屋
外
の
屋
根
が
あ
る
場
所
で
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
が
過
ご
す
ス
ペ
ー
ス
は
、
避
難
者

の
居
住
ス
ペ
ー
ス
か
ら
な
る
べ
く
遠
く
、
飼
育
者
以
外
は
あ

ま
り
通
ら
な
い
場
所
を
設
定
し
、
ペ
ッ
ト
は
ゲ
ー
ジ
な
ど
に

収
容
し
て
飼
い
主
が
世
話
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
　
　

　

避難所でのペットの
受け入れ体制は
輝（かがやき）
干場　志都恵

その他の
一般質問 ――学校健診について／いのちを守る取り組み公園の運用

問
（
議
員
）
　
国
は
２
０
０
２
年
に
、
自
治
体
が
行
う
介
護
保

険
料
の
減
免
制
度
に
対
し
、
保
険
料
の
全
額
免
除
、
収
入
の

み
に
着
目
し
た
一
律
減
免
、
保
険
料
軽
減
分
に
対
す
る
一
般

財
源
の
繰
り
入
れ
を
不
適
切
と
す
る
３
原
則
を
示
し
て
い
る

が
、
原
則
を
超
え
て
の
減
免
を
必
ず
し
も
禁
止
す
る
も
の
で

は
な
い
と
の
大
臣
の
答
弁
も
あ
る
。
介
護
保
険
料
・
利
用
料

が
生
活
を
圧
迫
す
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
現
在
、
市
が
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
介
護
保
険
料
軽
減
分
に
対
す
る
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て
、
２
０
０
２
年
時
の
議
論
以
降
も
、

国
か
ら
は
、
３
原
則
の
遵
守
に
よ
り
各
保
険
者
へ
の
適
切
な

対
応
を
求
め
る
通
知
も
発
出
さ
れ
て
い
る
。
被
保
険
者
間
の

公
平
性
の
確
保
、
健
全
な
介
護
保
険
財
政
の
運
営
と
財
政
規

律
の
保
持
の
観
点
か
ら
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ

る
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。
　
　
　
　

　

市単独の介護保険料の
引き下げは
日本共産党
住田　初恵

その他の
一般質問

～この言葉ってどういう意味？～
語句解説コーナー

　どちらも有機フッ素化合物（PFAS）の一種であり
水や油をはじき、熱や薬品に強い性質を持つため、生
活用品や工場製品など幅広い目的に使用されていまし
たが、人体に対する影響や分解されにくく、自然界に
蓄積しやすい性質が懸念され、製造や使用が規制され
ています。

PFOS・PFOA

ゾーニング

　都市計画や建築設計において、空間を機能や用途別
にまとめて、それぞれに必要な空間の大きさを設定し、
相互関係を見たうえで、空間の中の位置関係を決定す
ることです。

共生型福祉施設構想・基本計画

　京都府立向日が丘支援学校の改築にあわせて、教育
と福祉の連携を密にした複合的な施設の整備を図るた
め、「ふれあい・学びあい・育ちあう　地域に開かれ
た共生型福祉施設」を基本理念として策定しています。

障がい福祉事業の移動支援事業従事者への賃上げを／東部
地域住民への医療の保障を／馬場橋に人道橋設置の早期実
現を／加齢性難聴者への補聴器購入への公的補助を

児童発達支援センター
パース図
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問
（
議
員
）
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
夏
休
み
期
間
は
お

弁
当
を
持
参
す
る
日
が
続
く
こ
と
か
ら
、
保
護
者
の
負
担
は

大
き
い
。
ま
た
夏
場
で
も
あ
る
た
め
、
管
理
状
態
に
よ
っ
て

は
食
中
毒
の
可
能
性
も
あ
る
。
全
国
で
は
長
期
休
業
期
間
な

ど
に
お
け
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
食
事
提
供
を
行
う
自

治
体
も
増
え
て
き
て
お
り
、
本
市
も
実
施
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
ま
た
、
現
在
ま
で
実
施
し
て
い
な
い
経
緯
や
検

討
状
況
な
ど
は
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
本
市
に
お
け
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
食
事
提

供
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
か
ら
も
要
望
が
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
が
、
栄
養
士
が
い
な
い
こ
と
や
、
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
な
ど
の
安
全
面
へ
の
配
慮
な
ど
、
総
合
的
な
視
点
か
ら
現

在
実
施
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
他
の
自
治
体
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
導
入
事
例
で
は
、
利
用
率
が
10
％
程
度
と
低
く
、

引
き
続
き
保
護
者
の
実
態
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
調
査
研
究

を
進
め
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

放課後児童クラブに
おける食事提供は
輝（かがやき）
冨田　達也

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
本
市
の
北
部
地
域
で
は
、
阪
急
バ
ス
や
は
っ
ぴ

ぃ
バ
ス
の
本
数
が
減
少
し
て
困
る
、
使
い
づ
ら
い
と
い
っ
た

運
行
の
改
善
を
求
め
る
声
が
あ
る
が
、
運
行
本
数
の
少
な
い

地
域
の
実
情
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
は

っ
ぴ
ぃ
バ
ス
を
小
型
化
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
運
行
で
き
な
か

っ
た
地
域
へ
の
乗
り
入
れ
や
運
行
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
な
ど
に

有
効
な
手
段
と
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
路
線
バ
ス
は
、
一
定
の
利
用
が
な
け
れ
ば
事
業

者
と
し
て
運
行
継
続
は
困
難
で
あ
り
、
全
国
的
な
運
転
手
不

足
な
ど
の
影
響
も
あ
り
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
実
情

と
し
て
は
現
状
よ
り
便
数
の
拡
大
が
望
め
る
状
況
に
は
な
い
。

は
っ
ぴ
ぃ
バ
ス
の
小
型
化
に
つ
い
て
は
、
狭
い
道
で
も
小
回

り
が
き
く
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
輸
送
で
き
る
人
数

が
減
る
た
め
、
利
用
の
実
態
に
応
じ
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
と
も
運
行
の
在
り
方
は
、
利
用
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

地
域
公
共
交
通
協
議
会
で
ご
議
論
い
た
だ
く
。
　
　
　
　
　

　

公共交通の維持に
向けた取り組みは
日本共産党
広垣　栄治

物価高から市民を守る政策を／京都アリーナ
（仮）の建設に伴う諸課題について

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
本
市
の
共
生
型
福
祉
施
設
整
備
事
業
は
、
令
和

４
年
８
月
に
事
業
予
定
者
を
特
定
し
て
以
降
、
実
施
事
業
や

基
本
計
画
、
設
計
等
の
調
整
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
事
業
に

お
け
る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
想

定
し
て
い
る
事
業
や
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容
は
、
児

童
発
達
支
援
や
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
保
育
所
等
訪
問

・
相
談
支
援
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
が
有
す

る
専
門
機
能
を
生
か
し
な
が
ら
、
障
が
い
児
へ
の
療
育
や
家

族
支
援
の
提
供
、
障
が
い
児
を
預
か
る
施
設
な
ど
へ
の
援
助

・
助
言
も
併
せ
て
実
施
を
す
る
予
定
で
あ
る
。
対
外
的
な
ア

ピ
ー
ル
と
し
て
、
本
市
の
共
生
型
福
祉
施
設
構
想
は
、
京
都

府
立
向
日
が
丘
支
援
学
校
の
改
築
に
合
わ
せ
各
種
施
設
を
整

備
す
る
も
の
で
、
全
国
的
に
も
新
し
い
連
携
交
流
モ
デ
ル
の

拠
点
と
し
て
複
合
的
な
施
設
整
備
を
進
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

児童発達支援センターの
事業内容は
平成西山クラブ
上村　真造

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
水
道
水
の
水
質
基
準
に
つ
い
て
、
国
で
は
令
和

８
年
４
月
か
ら
、
全
国
的
に
課
題
と
な
っ
て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
追
加
を
予
定
し
て
い
る
。
本
市
の
令
和
７

年
度
水
質
検
査
計
画
で
は
、
給
水
、
浄
水
、
混
合
原
水
に
お

い
て
年
１
回
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
検
査
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
令
和
８
年
度
か
ら
の
水
質
基
準

へ
の
変
更
を
踏
ま
え
、
水
質
検
査
計
画
に
変
更
は
あ
る
か
。

答
（
市
側
）
　
国
の
通
知
に
よ
り
、
令
和
８
年
度
か
ら
は
、
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
、
水
質
管
理
目
標
設
定
項
目
か
ら

水
質
基
準
に
変
更
さ
れ
、
給
水
栓
に
お
け
る
３
か
月
に
１
回

以
上
の
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
本
市
で
は
、
国
に
先
立

ち
、
令
和
７
年
度
の
水
質
検
査
計
画
を
改
定
し
、
混
合
原
水

と
浄
水
及
び
各
取
水
井
戸
に
お
い
て
水
質
検
査
を
毎
月
実
施

す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
改
定
に
よ
り
、
今
後
は
各
取
水
井

戸
の
水
質
状
況
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
取

水
井
戸
の
運
用
基
準
を
定
め
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　

国の水質基準変更に
伴う対応は
公明党
福島　和人

第二子以降の保育料の完全無償化

西代里山公園の駐車場に関して

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
５
月
11
日
に
西
代
里
山
公
園
で
行
わ
れ
た
犬
猫

ク
ラ
ブ
の
ペ
ッ
ト
交
流
会
の
参
加
者
か
ら
、
公
設
の
ド
ッ
グ

ラ
ン
設
置
を
求
め
る
声
を
聞
い
た
。
昨
年
の
６
月
定
例
会
で

は
、
ほ
か
の
議
員
か
ら
ド
ッ
グ
ラ
ン
設
置
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
こ
と
は
把
握
で
き
た
が
、

に
そ
と
下
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
設
置
を
求
め
る
声
も
あ
る
。
そ
こ

で
、
そ
の
後
の
調
査
・
研
究
内
容
や
見
解
は
ど
う
か
。
　
　

答
（
市
側
）
　
京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
高
架
下
空
間
を
ド
ッ
グ

ラ
ン
施
設
と
し
て
活
用
す
る
場
合
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本

高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
と
の
協
議
や
、
地
域
住
民

と
の
合
意
形
成
な
ど
の
調
整
が
必
要
と
な
る
。
公
園
内
に
ド

ッ
グ
ラ
ン
を
設
置
す
る
に
は
課
題
が
あ
る
が
、
今
年
度
は
西

代
里
山
公
園
で
ペ
ッ
ト
と
飼
い
主
の
イ
ベ
ン
ト
を
許
可
し
た

ほ
か
、
ざ
ん
て
い
な
が
い
ち
ひ
ろ
ば
で
は
公
益
団
体
に
よ
る

ド
ッ
グ
ラ
ン
開
催
に
向
け
協
議
を
進
め
て
い
る
。
引
き
続
き
、

設
置
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。
　

　

にそと下に
ドッグランの設置を
長岡京未来の会
川口　良江

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
ペ
ッ
ト
は
大
切
な
家
族
の
一
員
で
あ
る
が
、
災

害
時
に
人
と
同
じ
避
難
所
空
間
で
生
活
す
る
に
は
課
題
が
あ

る
。
本
市
で
は
、
避
難
所
で
ペ
ッ
ト
の
受
け
入
れ
を
可
能
と

し
て
い
る
が
、
人
と
ペ
ッ
ト
の
双
方
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

環
境
整
備
に
は
、
共
生
や
包
摂
の
視
点
が
不
可
欠
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
な
ど
、
避
難
所
で
の
具
体

的
な
整
備
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
対
応
ル

ー
ル
の
整
備
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
本
市
で
は
、
避
難
所
で
の
ペ
ッ
ト
の
受
け
入
れ

体
制
に
つ
い
て
、
指
定
緊
急
避
難
場
所
及
び
指
定
一
般
避
難

所
で
受
け
入
れ
可
能
と
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
補
助
犬

を
除
き
屋
外
の
屋
根
が
あ
る
場
所
で
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
が
過
ご
す
ス
ペ
ー
ス
は
、
避
難
者

の
居
住
ス
ペ
ー
ス
か
ら
な
る
べ
く
遠
く
、
飼
育
者
以
外
は
あ

ま
り
通
ら
な
い
場
所
を
設
定
し
、
ペ
ッ
ト
は
ゲ
ー
ジ
な
ど
に

収
容
し
て
飼
い
主
が
世
話
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
　
　

　

避難所でのペットの
受け入れ体制は
輝（かがやき）
干場　志都恵

その他の
一般質問 ――学校健診について／いのちを守る取り組み公園の運用

問
（
議
員
）
　
国
は
２
０
０
２
年
に
、
自
治
体
が
行
う
介
護
保

険
料
の
減
免
制
度
に
対
し
、
保
険
料
の
全
額
免
除
、
収
入
の

み
に
着
目
し
た
一
律
減
免
、
保
険
料
軽
減
分
に
対
す
る
一
般

財
源
の
繰
り
入
れ
を
不
適
切
と
す
る
３
原
則
を
示
し
て
い
る

が
、
原
則
を
超
え
て
の
減
免
を
必
ず
し
も
禁
止
す
る
も
の
で

は
な
い
と
の
大
臣
の
答
弁
も
あ
る
。
介
護
保
険
料
・
利
用
料

が
生
活
を
圧
迫
す
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
現
在
、
市
が
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
介
護
保
険
料
軽
減
分
に
対
す
る
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て
、
２
０
０
２
年
時
の
議
論
以
降
も
、

国
か
ら
は
、
３
原
則
の
遵
守
に
よ
り
各
保
険
者
へ
の
適
切
な

対
応
を
求
め
る
通
知
も
発
出
さ
れ
て
い
る
。
被
保
険
者
間
の

公
平
性
の
確
保
、
健
全
な
介
護
保
険
財
政
の
運
営
と
財
政
規

律
の
保
持
の
観
点
か
ら
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ

る
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。
　
　
　
　

　

市単独の介護保険料の
引き下げは
日本共産党
住田　初恵

その他の
一般質問

～この言葉ってどういう意味？～
語句解説コーナー

　どちらも有機フッ素化合物（PFAS）の一種であり
水や油をはじき、熱や薬品に強い性質を持つため、生
活用品や工場製品など幅広い目的に使用されていまし
たが、人体に対する影響や分解されにくく、自然界に
蓄積しやすい性質が懸念され、製造や使用が規制され
ています。

PFOS・PFOA

ゾーニング

　都市計画や建築設計において、空間を機能や用途別
にまとめて、それぞれに必要な空間の大きさを設定し、
相互関係を見たうえで、空間の中の位置関係を決定す
ることです。

共生型福祉施設構想・基本計画

　京都府立向日が丘支援学校の改築にあわせて、教育
と福祉の連携を密にした複合的な施設の整備を図るた
め、「ふれあい・学びあい・育ちあう　地域に開かれ
た共生型福祉施設」を基本理念として策定しています。

障がい福祉事業の移動支援事業従事者への賃上げを／東部
地域住民への医療の保障を／馬場橋に人道橋設置の早期実
現を／加齢性難聴者への補聴器購入への公的補助を

児童発達支援センター
パース図
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問
（
議
員
）
　
年
末
年
始
に
お
け
る
乙
訓
休
日
応
急
診
療
所
の

患
者
の
急
増
を
受
け
て
、
今
年
度
か
ら
診
療
予
約
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
と
聞
い
た
。
シ
ス
テ
ム
は
予
約
機
能
や
呼
び
出

し
機
能
が
あ
り
、
診
療
時
間
ま
で
自
宅
待
機
す
る
こ
と
で
受

診
者
の
負
担
軽
減
と
診
療
所
の
安
全
確
保
が
で
き
る
。
さ
ら

に
、
電
話
や
直
接
来
院
で
も
予
約
を
行
え
る
と
聞
く
。
市
民

の
利
便
性
向
上
を
期
待
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。
ま
た
、
い
つ
か
ら
運
用
す
る
の
か
。
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
診
療
予
約
シ
ス
テ
ム
は
、
９
月
に
運
用
開
始
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。
窓
口
で
の
受
付
が
午
後
４

時
ま
で
の
た
め
、
予
約
シ
ス
テ
ム
で
は
午
後
３
時
15
分
ま
で

の
受
け
付
け
で
計
画
し
て
い
る
。
な
お
、
患
者
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
場
合
は
、
シ
ス
テ
ム
予
約
を
午
後
４
時
ま
で
と
す

る
な
ど
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
く
。
併
せ
て
診
療
費
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
も
進
め
て
お
り
、
さ
ら
な
る
利

便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

乙休診診療予約システムの
進捗は
平成同志クラブ
田村　直義

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
み
ど
り
の
基
本
計
画
は
平
成
16
年
３
月
の
策
定

の
後
、
改
定
を
行
い
な
が
ら
、
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
将
来
の
姿
を
描
き
、
そ
の
施
策
を
積
極
的
に
市
民
と
一

緒
に
進
め
て
き
た
。
現
在
の
基
本
計
画
の
年
次
目
標
は
令
和

７
年
度
ま
で
の
た
め
、
新
た
な
計
画
を
策
定
中
と
聞
く
。
こ

れ
ま
で
３
回
の
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
関
係

団
体
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
市
民
参
加
型
で
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
本
市
の
緑
化
を
総
合
的
か
つ
体
系
的
に
推
進
す
る
指
針

と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
が
、
計
画
完
成
に
向
け
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
今
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
３
回
の
策
定

委
員
会
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
20
年
間
の
み
ど
り
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
施
策
や
そ
の
展
開
に
つ
い
て
議
論
い
た
だ
く

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
12
月
頃
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
、
そ
こ
で
い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
令
和
８
年
３
月
末
の
策
定
を
目
指
し
て
い
く
。
　
　
　

　

第２次みどりの基本計画
策定のスケジュールは
平成自民クラブ
中小路　貴司

脱炭素に向けた施策に関して 公共施設再編に関して／保育行政に関してその他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、
本
市
区

域
内
の
文
化
財
の
保
護
や
普
及
啓
発
、
本
市
の
文
化
発
展
へ

の
寄
与
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
長
岡
京
と
い
う
都

だ
っ
た
歴
史
を
鑑
み
れ
ば
、
よ
り
広
く
古
都
長
岡
京
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
活
動
を
す
べ
き
と
考
え
る
。
将
来
、
埋
文

セ
ン
タ
ー
を
こ
ら
さ
跡
に
移
転
す
る
考
え
と
の
こ
と
だ
が
、

例
え
ば
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
と
事
業
統

合
し
た
り
、
乙
訓
２
市
１
町
で
広
域
化
す
る
な
ど
、
新
し
い

事
業
の
展
開
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
本
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
公
益
財
団
法
人

と
し
て
独
立
し
た
組
織
で
あ
り
、
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査

研
究
セ
ン
タ
ー
へ
の
事
業
統
合
や
２
市
１
町
で
の
広
域
化
な

ど
は
、
財
団
間
で
発
掘
状
況
や
経
営
状
況
な
ど
を
基
に
判
断

さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
現
在
そ
の
検
討
は
さ
れ
て
い
な
い

と
認
識
し
て
い
る
が
、
長
岡
京
跡
を
有
す
る
市
町
の
状
況
を

勘
案
し
て
も
、
広
域
化
へ
の
課
題
は
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　

埋蔵文化財センターに
新たな事業展開を
長岡京未来の会
小谷　宗太郎

筍と孟宗畑についてその他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
本
市
で
は
、
公
共
施
設
の
女
性
ト
イ
レ
へ
の
生

理
用
品
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
小
・
中
学
校
ト
イ
レ

で
の
常
備
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
初
潮
の
低
年
齢
化
の
デ
ー

タ
も
あ
り
、
最
も
生
理
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
の
は
、
女
子

児
童
・
生
徒
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
生
理
に
対
す
る

女
子
児
童
・
生
徒
の
不
安
を
少
し
で
も
取
り
除
く
た
め
、
保

健
室
で
の
配
布
に
加
え
て
、
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
で
も
生

理
用
品
を
常
備
す
る
検
討
を
進
め
て
は
ど
う
か
。
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
現
在
、
小
・
中
学
校
で
は
、
養
護
教
諭
が
児
童

・
生
徒
に
寄
り
添
い
、
必
要
な
支
援
な
ど
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
、
生
理
用
品
は
保
健
室
で
配
布
し
て
い
る
。
学
校
ト
イ

レ
へ
の
常
備
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
な
ど
へ
の
設
置
開
始
や
、

他
市
町
で
の
広
が
り
を
踏
ま
え
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
児
童

・
生
徒
へ
の
丁
寧
な
指
導
や
、
生
理
用
品
の
管
理
・
運
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
、
先
行
自
治
体
か
ら
情
報
を
集
め
な
が
ら
、

学
校
現
場
と
具
体
的
な
検
討
を
進
め
た
い
。
　
　
　
　
　
　

　

小・中学校トイレに
生理用品の常備を
輝（かがやき）
大伴　塁

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
今
年
度
も
、
各
校
で
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
人

数
が
増
え
続
け
て
い
る
。
本
市
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
大

切
に
し
て
き
た
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
の
異
年
齢
集
団
で

の
放
課
後
の
生
活
は
、
長
岡
京
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導

指
針
で
も
指
導
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
長
岡

第
五
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
４
年
生
だ
け
の
ク
ラ

ス
と
１
年
生
か
ら
３
年
生
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
、

指
導
指
針
の
根
幹
で
も
あ
る
異
年
齢
集
団
が
つ
く
ら
れ
て
い

な
い
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
長
岡
第
五
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
、
４
年
生
は
下
級
生
と
の
交
流
経
験
が
あ
る
た
め
、
週
に

一
度
の
交
流
日
に
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
じ
め
て
い
る
。
ま
た
、

多
く
の
児
童
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
学
年
を
問
わ
ず
一
緒
に
遊
ん

で
い
る
ほ
か
、
ク
ラ
ブ
全
体
で
の
鑑
賞
会
や
週
１
回
の
合
同

保
育
日
を
設
け
、
４
年
生
を
含
む
集
団
下
校
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
異
年
齢
集
団
が
つ
く
れ
な
い
と
は
考
え
て
い
な
い
。
　

　

放課後児童クラブは
異年齢集団の維持を
日本共産党
二階堂　恵子

その他の
一般質問

委員会ってどんなもの？

総務産業常任委員会
企画、総務、農林業、
商工業、防災など

文教厚生常任委員会
福祉、保健、子育て、
教育、文化、環境など

予算審査常任委員会
予算に関すること

建設水道常任委員会
都市計画、道路、交通、
公園、上下水道など

　常任委員会は、本会議から付託された議案や、多岐に
わたる市政業務について、より深く話し合うため、それ
ぞれの分野に分かれて審議や調査を行う機関です。
　付託議案の審査のほか、それぞれの委員会が所管する
分野でいま課題となっていること、これから進めて行く
べき方向性について、独自で調査や研究を行っています。
　長岡京市議会には、現在以下の４つの常任委員会があ
ります。

　特別委員会は、特定の市政の課題等
に対応して、必要な時に設置されます。
　９月定例会では、決算を審査するた
めの決算審査特別委員会が設置されま
す。
　ほかに、現在は総合計画審査特別委
員会、議会改革特別委員会が設置され
ています。

地域公共交通について「交通弱者」に福祉的な支援を／公共施設再編
について

議会TOPIC

特別委員会

　議会運営の協議や議会改革の取り組
みを進める議会運営委員会、市政の課
題などへの調査研究のための議員政策
研究会などもあります。

ほかに

7月 17日（木）西乙訓高校で
主権者教育出前授業を行いました！
　本市議会は、市民に開かれた議会をめざし、
さまざまな取り組みを実施しています。その
一環として、満18歳以上で有権者となり、次
世代を担う高校生の主権者意識の向上を図る
とともに、議会をより身近に感じてもらうこ
とを目的として西乙訓高校と連携し、主権者
教育出前授業を実施しました。
　生徒たちは、学校教育、観光や駅前施設な
ど６つのテーマに沿って長岡京市の現状や解
決策などについて発表した後、議員との交流
をかねて意見交換を行いました。
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問
（
議
員
）
　
年
末
年
始
に
お
け
る
乙
訓
休
日
応
急
診
療
所
の

患
者
の
急
増
を
受
け
て
、
今
年
度
か
ら
診
療
予
約
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
と
聞
い
た
。
シ
ス
テ
ム
は
予
約
機
能
や
呼
び
出

し
機
能
が
あ
り
、
診
療
時
間
ま
で
自
宅
待
機
す
る
こ
と
で
受

診
者
の
負
担
軽
減
と
診
療
所
の
安
全
確
保
が
で
き
る
。
さ
ら

に
、
電
話
や
直
接
来
院
で
も
予
約
を
行
え
る
と
聞
く
。
市
民

の
利
便
性
向
上
を
期
待
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。
ま
た
、
い
つ
か
ら
運
用
す
る
の
か
。
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
診
療
予
約
シ
ス
テ
ム
は
、
９
月
に
運
用
開
始
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。
窓
口
で
の
受
付
が
午
後
４

時
ま
で
の
た
め
、
予
約
シ
ス
テ
ム
で
は
午
後
３
時
15
分
ま
で

の
受
け
付
け
で
計
画
し
て
い
る
。
な
お
、
患
者
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
場
合
は
、
シ
ス
テ
ム
予
約
を
午
後
４
時
ま
で
と
す

る
な
ど
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
く
。
併
せ
て
診
療
費
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
も
進
め
て
お
り
、
さ
ら
な
る
利

便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

乙休診診療予約システムの
進捗は
平成同志クラブ
田村　直義

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
み
ど
り
の
基
本
計
画
は
平
成
16
年
３
月
の
策
定

の
後
、
改
定
を
行
い
な
が
ら
、
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
将
来
の
姿
を
描
き
、
そ
の
施
策
を
積
極
的
に
市
民
と
一

緒
に
進
め
て
き
た
。
現
在
の
基
本
計
画
の
年
次
目
標
は
令
和

７
年
度
ま
で
の
た
め
、
新
た
な
計
画
を
策
定
中
と
聞
く
。
こ

れ
ま
で
３
回
の
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
関
係

団
体
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
市
民
参
加
型
で
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
本
市
の
緑
化
を
総
合
的
か
つ
体
系
的
に
推
進
す
る
指
針

と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
が
、
計
画
完
成
に
向
け
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
今
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
３
回
の
策
定

委
員
会
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
20
年
間
の
み
ど
り
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
施
策
や
そ
の
展
開
に
つ
い
て
議
論
い
た
だ
く

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
12
月
頃
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
、
そ
こ
で
い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
令
和
８
年
３
月
末
の
策
定
を
目
指
し
て
い
く
。
　
　
　

　

第２次みどりの基本計画
策定のスケジュールは
平成自民クラブ
中小路　貴司

脱炭素に向けた施策に関して 公共施設再編に関して／保育行政に関してその他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、
本
市
区

域
内
の
文
化
財
の
保
護
や
普
及
啓
発
、
本
市
の
文
化
発
展
へ

の
寄
与
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
長
岡
京
と
い
う
都

だ
っ
た
歴
史
を
鑑
み
れ
ば
、
よ
り
広
く
古
都
長
岡
京
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
活
動
を
す
べ
き
と
考
え
る
。
将
来
、
埋
文

セ
ン
タ
ー
を
こ
ら
さ
跡
に
移
転
す
る
考
え
と
の
こ
と
だ
が
、

例
え
ば
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
と
事
業
統

合
し
た
り
、
乙
訓
２
市
１
町
で
広
域
化
す
る
な
ど
、
新
し
い

事
業
の
展
開
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
本
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
公
益
財
団
法
人

と
し
て
独
立
し
た
組
織
で
あ
り
、
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査

研
究
セ
ン
タ
ー
へ
の
事
業
統
合
や
２
市
１
町
で
の
広
域
化
な

ど
は
、
財
団
間
で
発
掘
状
況
や
経
営
状
況
な
ど
を
基
に
判
断

さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
現
在
そ
の
検
討
は
さ
れ
て
い
な
い

と
認
識
し
て
い
る
が
、
長
岡
京
跡
を
有
す
る
市
町
の
状
況
を

勘
案
し
て
も
、
広
域
化
へ
の
課
題
は
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　

埋蔵文化財センターに
新たな事業展開を
長岡京未来の会
小谷　宗太郎

筍と孟宗畑についてその他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
本
市
で
は
、
公
共
施
設
の
女
性
ト
イ
レ
へ
の
生

理
用
品
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
小
・
中
学
校
ト
イ
レ

で
の
常
備
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
初
潮
の
低
年
齢
化
の
デ
ー

タ
も
あ
り
、
最
も
生
理
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
の
は
、
女
子

児
童
・
生
徒
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
生
理
に
対
す
る

女
子
児
童
・
生
徒
の
不
安
を
少
し
で
も
取
り
除
く
た
め
、
保

健
室
で
の
配
布
に
加
え
て
、
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
で
も
生

理
用
品
を
常
備
す
る
検
討
を
進
め
て
は
ど
う
か
。
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
現
在
、
小
・
中
学
校
で
は
、
養
護
教
諭
が
児
童

・
生
徒
に
寄
り
添
い
、
必
要
な
支
援
な
ど
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
、
生
理
用
品
は
保
健
室
で
配
布
し
て
い
る
。
学
校
ト
イ

レ
へ
の
常
備
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
な
ど
へ
の
設
置
開
始
や
、

他
市
町
で
の
広
が
り
を
踏
ま
え
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
児
童

・
生
徒
へ
の
丁
寧
な
指
導
や
、
生
理
用
品
の
管
理
・
運
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
、
先
行
自
治
体
か
ら
情
報
を
集
め
な
が
ら
、

学
校
現
場
と
具
体
的
な
検
討
を
進
め
た
い
。
　
　
　
　
　
　

　

小・中学校トイレに
生理用品の常備を
輝（かがやき）
大伴　塁

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
今
年
度
も
、
各
校
で
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
人

数
が
増
え
続
け
て
い
る
。
本
市
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
大

切
に
し
て
き
た
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
の
異
年
齢
集
団
で

の
放
課
後
の
生
活
は
、
長
岡
京
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導

指
針
で
も
指
導
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
長
岡

第
五
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
４
年
生
だ
け
の
ク
ラ

ス
と
１
年
生
か
ら
３
年
生
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
、

指
導
指
針
の
根
幹
で
も
あ
る
異
年
齢
集
団
が
つ
く
ら
れ
て
い

な
い
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
長
岡
第
五
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
、
４
年
生
は
下
級
生
と
の
交
流
経
験
が
あ
る
た
め
、
週
に

一
度
の
交
流
日
に
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
じ
め
て
い
る
。
ま
た
、

多
く
の
児
童
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
学
年
を
問
わ
ず
一
緒
に
遊
ん

で
い
る
ほ
か
、
ク
ラ
ブ
全
体
で
の
鑑
賞
会
や
週
１
回
の
合
同

保
育
日
を
設
け
、
４
年
生
を
含
む
集
団
下
校
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
異
年
齢
集
団
が
つ
く
れ
な
い
と
は
考
え
て
い
な
い
。
　

　

放課後児童クラブは
異年齢集団の維持を
日本共産党
二階堂　恵子

その他の
一般質問

委員会ってどんなもの？

総務産業常任委員会
企画、総務、農林業、
商工業、防災など

文教厚生常任委員会
福祉、保健、子育て、
教育、文化、環境など

予算審査常任委員会
予算に関すること

建設水道常任委員会
都市計画、道路、交通、
公園、上下水道など

　常任委員会は、本会議から付託された議案や、多岐に
わたる市政業務について、より深く話し合うため、それ
ぞれの分野に分かれて審議や調査を行う機関です。
　付託議案の審査のほか、それぞれの委員会が所管する
分野でいま課題となっていること、これから進めて行く
べき方向性について、独自で調査や研究を行っています。
　長岡京市議会には、現在以下の４つの常任委員会があ
ります。

　特別委員会は、特定の市政の課題等
に対応して、必要な時に設置されます。
　９月定例会では、決算を審査するた
めの決算審査特別委員会が設置されま
す。
　ほかに、現在は総合計画審査特別委
員会、議会改革特別委員会が設置され
ています。

地域公共交通について「交通弱者」に福祉的な支援を／公共施設再編
について

議会TOPIC

特別委員会

　議会運営の協議や議会改革の取り組
みを進める議会運営委員会、市政の課
題などへの調査研究のための議員政策
研究会などもあります。

ほかに

7月 17日（木）西乙訓高校で
主権者教育出前授業を行いました！
　本市議会は、市民に開かれた議会をめざし、
さまざまな取り組みを実施しています。その
一環として、満18歳以上で有権者となり、次
世代を担う高校生の主権者意識の向上を図る
とともに、議会をより身近に感じてもらうこ
とを目的として西乙訓高校と連携し、主権者
教育出前授業を実施しました。
　生徒たちは、学校教育、観光や駅前施設な
ど６つのテーマに沿って長岡京市の現状や解
決策などについて発表した後、議員との交流
をかねて意見交換を行いました。


